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ABSTRAK 

 

Nama   : Resta Fidiatuti 

Program Studi : Bahasa dan Kebudayaan Jepang 

Judul   : Mitigasi Jepang dalam Menghadapi Bencana Angin Topan 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui mitigasi Jepang dalam menghadapi 

bencana angin topan. Penelitian ini menggunakan penelitian kualitatif dengan cara 

metode kepustakaan. Hasil penelitian menunjukan bahwa mitigasi Jepang 

terhadap bencana angin topan yaitu dengan mengidentifikasi jenis bencana, lalu 

melakukan mitigasi struktural yaitu, membangun berbagai prasarana fisik dan 

menggunakan teknologi seperti membangun bangunan yang kuat untuk mampu 

bertahan terhadap gaya angin atau bencana lainnya dan mitigasi nonstruktural 

yaitu, membuat kebijakan dan peraturan seperti pendidikan, kampanye, dan 

lainnya. 

 

Kata kunci : Jepang, Angin Topan, Mitigasi 
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概要 

 

名前

な ま え

  : レスタ

れ す た

 フィドィアトゥトィ

ふ ぃ ど ぃ あ と ぅ と ぃ

 

 

学科

が っ か

   :  日本語

に ほ ん ご

・日本文化学科

に ほ ん ぶ ん か が っ か

 

 題名

だいめい

  : 台風災害

たいふうさいがい

に直面

ちょくめん

する日本

に ほ ん

の緩和策

かんわさく

 

  

 

この研究

けんきゅう

は、災害

さいがい

に直面

ちょくめん

する日本

に ほ ん

の緩和策

かんわさく

を知

し

りることを目的

もくてき

とし 

ている。使用

し よ う

されていた研究方法

けんきゅうほうほう

の種類

しゅるい

は法文献的

ほうぶんけんてき

な方法

ほうほう

である、定性

調査で使かっている。  研究

けんきゅう

によると、日本

にほん

の台 風 災 害

たいふうさいがい

の緩和策

かんわさく

す

るこは種 類

しゅるい

の災 害

さいがい

を特 定

とくてい

している。次

つぎ

に、構 造 的

こうぞうてき

の緩和策

かんわさく

であ

る。さまざまな物理

ぶつり

インフラストラクチャを構 築

こうちく

している、風

かぜ

や他

た

の

災 害

さいがい

に耐

た

えられるように強

つよ

い建物

たてもの

を建

た

てるなどの技術

ぎじゅつ

でを使用

しよう

している。 

非構造的緩和

ひこうぞうてきかんわ

は 教 育

きょういく

やキャンペーンなどのポリシーや規制

きせい

を作 成

さくせい

するなどがである。 

 

キーワード: 日本

にほん

、台 風

たいふう

、緩和

かんわ

. 
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